
学校教育目標

めざす子ども像

具体的方策 評価観点 学校 保護者 児童 地域

自分や友だちの良
さを認め合う場を
意識的に設定す
る。

各教科の学習や学
級活動の中に，互
いに関わり合り，理
解し合う場面を設
ける。

お互いを認め合
い，友達との良い
関係を築き，継続し
てこうとしている
か。 3.2 3.4 3.6

・児童による自主的な
活動のためのガイド学
習と取り入れる。

B

・少子化の影響でわがままに
育っており，自分本位が多いよう
だ。特定の友だち同士は良くして
いるようである。
・目的を達成するために各種工
夫を行っておられることに敬意を
表する。

道徳の時間を要と
して，道徳的な心
情や実践力を育て
る。

自分の思いを語り
合う道徳授業の実
践を目指す。

道徳的な心情や実
践力が育ち，ふる
まいに表れている
か。

2.6 2.4 2.8

・ねらいを達成するには
資料の選定が重要であ
る。副読本以外の資料
にも目を通し検討してい
きくとよい。
・道徳と他教科の関連
を計り横断的に扱うよう
に指導者が心がける。

C

・近年個人主義的で，他人事で
見て見ぬふりをされることが多い
のではないか。勉強や遊びの中
でも協調して学ぶことも大事であ
り，他人を敬う気持ちを身につけ
てもらいたい。
・道徳，特に社会性を育成するた
めには，具体的事例による指導
が望ましい。

差別やいじめを見
逃さない目と，それ
に立ち向かう勇気
を育てる。

人権週間を中心
に，人権に関する
学習内容の授業公
開を行い，保護者
と共に人権意識を
高める。

児童や学校全体に
差別やいじめを許
さない雰囲気を醸
し出せているか。

3.1 3.4

・まずは，職員自らの人
権意識を問う研修をも
つ。
・一日の中で，どんな
時・場面で人権を意識さ
れない状況や児童がそ
うした場面にさらされか
ねない状況になりやす
いかということも，児童
と共に考えてみる機会
をもつ。

B

・今の時代，人権週間といっても
認知していない世代が多いと思
う。
・人権問題は，父母，児童等全体
で常に意識することが重要であ
る。家庭に帰ってもこの意識を
もって接してほしい。

教育相談を実施
し，児童理解に努
める。

教育相談週間を学
期に１回設け，す
べての児童に対し
て相談活動を行う。

教育相談を通し
て，児童一人ひとり
の理解が深まった
か。

2.9 3.6

・教育相談を充実させる
ために，短縮授業を組
んだり，放課後の活動
や会議等を入れないよ
うしたりする等時間の確
保をする。
・期末や大きい行事の
時期以外で設定すれ
ば，話をじっくり聞くこと
ができる。

B

・途中でわからなくなり，遅れる子
ども達も出ると思う。先生方も大
変でしょうが一層の努力願いま
す。
・児童の状況を把握する手法とし
ては素晴らしいと思います。先生
方に敬意を表します。

基礎基本的な知
識・技能の習得，
活用により学力の
向上を図る。

毎月１回の計算
会，書き取り会を実
施する。

定着率８５％が達
成できたか。また，
１回目と２回目の点
数の比較を評価観
点とする。

2.9 2.9 3.3

・自作の問題を作るの
であれば，問題をストッ
クしておき次年度に活
用する。
・放課後学習で底上げ
を図る。 B

・基礎学習なので平等的な教育
になるのは仕方なし。
・取り組みの成果は出ていると思
う。未達成の底上げが重要と思
う。あきらめない気持ちを身につ
けてもらいたい。
・家庭での勉強について，状況を
保護者が把握する必要あり。学
校と家庭は両輪。子どもの状況
を伝える方法の検討が必要であ
る。

表現力（伝え合う
力）を育てる授業づ
くりに取り組む。

ねらいや実態に応
じた，ペア学習，グ
ループ学習，全体
学習を効果的に授
業に取り入れる。

自分の考えを伝え
たり，相手の考えを
聞いたりする姿が
多く見られるように
なったか。

2.9 2.7 2.4

・ペアやグループでの活
動の他，ワークシートや
ツールを活用して考え
をもつ学習を充実させ
る。
・ホワイトボードを活用
する。
・モデルを見せる，付箋
や思考ツールを使う
等，より具体的な指導
でさらに集団思考の力
を高める。

C

・先日アドベンチャー教育を体験
したが，こういったアプローチも良
いと思う。
・親世代もスマホが手放せない
様で，対話の時間が少なく，コ
ミュニケーション不足である。
・児童の評価が低いということを
認識し，方法の検討が必要であ
る。

学校図書館を利用
した学習活動を積
極的に推進する。

学校司書並びに司
書教諭と協力して，
図書館を活用する
学習を取り入れる。

学校図書館を活用
した学習を行い，児
童に活用能力が
育っているか。

2.7 2.2 3.4

・情報活用能力の，学
年ごとの指導内容と指
導の時期（強化や単元）
を示す。
・見通しをもって早めに
学習の準備，相談をし，
効果的な場面で司書に
入ってもらう。

C

・図書館を利用した学習活動を，
親が知らないのではないか？
・ITを活用すると便利であるが，
辞書を引く機会が少なくなるの
で，記憶力が劣るのではないか。
・自分が知りたい情報を司書に
伝え，情報収集の習慣を身に付
けさせる。

家庭学習の習慣を
身につける。

家庭学習の手引き
を配付し，学習課
題を与え，家庭学
習の習慣を身につ
けさせる。

低学年２０分，中学
年４０分，　高学年
６０分以上，家庭学
習に取り組めた
か。 3.1 2.6 3.3

・学習の習慣がつくよ
う，児童が目標を設定
し，内容を選択するなど
自主的な取り組みが出
る仕掛けを検討する。 B

・大人世代でもスマホに夢中で，
子どもにゲームの時間を減らせ
るのはなかなか困難ではない
か。
・保護者の努力が必要。

特別支援教育の視
点に立った学習指
導を行う。

児童一人ひとりの
ニーズに応じた学
習支援を，支援員
やにこサポと協力
して行う。

個別の教育支援計
画・指導計画が生
かされたり，支援員
やにこサポとの連
携が図れたりした
か。 3.1

・授業内支援を進める
ために，実態把握や支
援計画や指導計画の目
標や手立ての検討をし
たり，支援委員会がもっ
と推進や具体的な取組
等を行う。

B

・学校の取組（実態把握，指導計
画等）に敬意を表する。

C

C

C

B

評価委員
総合評定

B

C

B

B

B

自
己
評

評価委員
意見
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評価の基準

「豊かな心とたくましさをもち，確かな学力をみにつけた子どもの育成」

地域の方の意見

・子どもの自主性を
尊重し，自ら学習
する努力がなされ
ている。また，子ど
も達も期待に応え
るように学習してい
る。（例　運動会，
学習発表会，住ん
でいる町の自慢探
し等）

3.0

１：ほとんど達成できていない
２：３～４割程のみ度達できた
３：６～７割程度達成できた
４：ほぼ達成できた

保護者の意見

・いつもお世話になって
おります。先生方には
本当にこちらの要望
に，しっかり受け止めて
くださり，ありがたい事
だなあ～っとみんなで
言っています。ありがと
うございます。

・担任の先生はもちろ
ん，他の先生方にも気
にかけてもらっているこ
とを実感しております。
先生方に認めて頂くこ
とで子ども自身がいい
ところを伸ばしていける
のだと思います。

・校長先生が授業の様
子等，よく見てまわって
おられると子どもから話
を聞き，気配り，目配
り，心配りをしてくださっ
ていると感じました。子
どもの話を聞いている
と，先生方への信頼感
を感じます。いつもあり
がとうございます。

・多くの児童がおり，そ
れぞれ個人差，能力差
があるので，みんな同
じには難しいと思ってい
ます。勉強に関しては，
学校が主となり，問題を
解く楽しさや考える力を
つけさせていただけた
らと思っています。

・学習についていけてな
い子には，居残り勉強
をさせて欲しい。

・宿題が少し多いか
な？と思います。

改善策現状・課題･問題点

・学力差が大きくなって
いる。毎日の家庭学習
の習慣とも比例した結果
が出た。
・定着には繰り返しの学
習を要し，２度，３度と再
テストを行う児童が多
かったが，取り組むたび
に点数が上がり，合格
に向けて頑張っていた
のはよかった。

・回数は多くとれなかっ
たが，調べ学習の際に
活用できた。
・資料の準備などはして
いただいたが，授業の
中に入っていただくこと
はなかった。

・自分の考えは話すよう
になったが，まだ言い放
しのことが多い。

・少しずつ宿題をする習
慣がつき始めたが，てい
ねいにやることはまだで
きない。

・にこサポや少人数を活
用した個別学習を実施
することができた。
・連携の仕組みの中で，
ねらいをもった支援が進
められていると思うが，
支援計画・指導計画へ
生かすには，どう評価し
ていくかを考える必要が
ある。

・同じ場で同時に目の前
の課題に向かい合う問
う点で，人権集会は有意
義だった。日常の中での
人権を大切にしようとす
る取組が必要である。

・発表や意思表示はす
るようになったが，道徳
的心情が育ち，ふるまい
が向上したとはまだ言え
ない。
・実践力の育成という点
では，十分でない。特
に・他者を意識する，公
共の場でのふるまいと
いう点では，社会性が
育っていない。

高
め
合
う
子

取組の重点
評価

認
め
合
う
子

○認め合う子ども
○高め合う子ども
○元気な子
○感じる子

重点項目（目標）
目標達成のための計画（成果・取り組み指

標）

・相談週間があるほうが
話ができるが，相談時間
を作るのが難しい。

・よさ見つけはできるよう
になった。一方で自分の
気持ちのみを考えた行
動があり，わがままやふ
さわしくない言葉もある。



保護者と連携し，
基本的な生活習慣
の確立を図り，より
健康的な生活がで
きるようにする。

学級だより，保健だ
より，学校保健委
員会等を通して，
基本的生活習慣の
確立の必要性を伝
える。

児童に基本的な生
活習慣が身につい
ているか。

2.9 2.7 3.4

・引き続き，啓発や指導
を計画的に続ける。
・協力を得られない家庭
への働きかけを工夫す
る。
・保健指導のあと特に
力を入れ継続して指導
する。

B

・あまりにも衛生面にお気を遣い
すぎ，免疫力が少ないような気が
する。また，夜更かしする子ども
（ゲームに夢中）が多い。
・評価としては素晴らしい。但し，
学校・PTA役員と各家庭には連
携という点では乖離があるので
はないか。

健康安全について
の学びを生かし，
自分で危険を回避
する力を育てる。

交通安全教室や保
健指導を通して日
常の健康安全につ
いて学習する。

自分の健康は自分
で守る意識や危険
を予知する力，回
避する力が育って
いるか。

2.7

・ケガや歩行態度につ
いては引き続き指導を
続ける。
・やり直しさせる指導を
徹底する。
・危険の予知について，
よいタイミングで（怪我
が起きそうな日・状況
時）各学級で一斉に指
導する。

B

・自転車で坂道運転ができない
まま大きくなるなど，リスク回避ば
かりでは弊害がある。
・学校の努力は評価するが，児
童に浸透させる方法の検討が必
要。

安全を意識し，落ち
着いた態度で生活
する力を育てる。

登下校や学校生活
の安全について意
識づけを行う。

安全な登下校や学
校での暮らしがで
きているか。

2.7 3.2 3.3

・高学年としての役割
を，最初におさえる。
・安全指導をくり返し行
う。危険箇所について，
引き続き共通理解を図
り，指導する。
・低学年の集団下校を
各学年部で行う。

B

・学校の登下校はほぼ守られて
いるのではないか。
・児童間での安全意識を高める。
高学年が低学年の指導を行う。

あいさつや返事，
言葉遣いを大切に
し，互いに気持ちよ
く過ごせるようにす
る。

あいさつや言葉遣
い等について，目
標を掲げ，強化期
間を設定し取り組
む。

あいさつや場に応
じた言葉遣いがで
きることを心地良い
と感じているか。

2.6 2.9 2.8 2.8

・美しい言葉に心地よさ
を感じている児童がい
るので，その部分を掘り
下げていき学級環境を
整えていく。
・学校内外でも気持ちよ
く暮らせるために必要な
ことを繰り返し児童と考
える。

B

・あいさつは親の日頃のしつけも
あると思う。
・登校時はまだまだ元気がない
子が多い気がする。
・地域により差があるようで，こち
らからあいさつをしてもあまり返
答が返らないことが多くある。
・目的・目標を達成する手法につ
いて精査する必要がある。

地域の「ひと・こと・
もの」との直接的な
かかわりを大切に
する。

地域に出かける，
地域講師を招く，体
験する，取材する
など，主体的に地
域から学ぶ機会を
もつ。

地域から多くのこと
を学びながら，感
謝の気持ちやふる
さとを思う気持ちが
育まれているか。

3.1 2.5

・地域や外部講師のリ
ストを作り，活用できる
ようにする。

B

・地域行事においても，若い世代
は忙しい面もあるかもしれない
が，殆ど参加しない。特に防災訓
練等は家に居られても参加しな
い。
・３年生「和木・嘉久志の自慢を
探そう」等で接する機会がある
が，より多くの児童に参加してほ
しい。

地域コーディネー
ターとの連携を図
り，地域の教育資
源（ひと・こと・もの）
を活用する。

地域の教育資源の
活用を，教育計画
に組み入れる。

学校からの情報発
信を積極的に行
い，児童の様子や
学校の取組を伝え
ることができたか。 2.8 3.3 3.4

・地域や外部講師のリ
ストを作り，活用できる
ようにする。

B

・児童が地域に興味をもち，成長
してほしい。その一助をコミュニ
ティセンターも協力する。

保護者と連携し，よ
りよい児童同士の
関係づくりのため
に，共に考える。

電話や連絡帳など
を利用して保護者
との連絡を密に取
り，保護者との信
頼関係を築く。

保護者にとって学
校が，安心して相
談できる場となって
いるか。

3.1 3.2

・ある程度の距離は保
ち，小さな情報にも気を
配り，声が出せない保
護者についてもこちらか
ら様子をうかがうなど配
慮していく。

B

・学校内のことはよく分からない
が，先生方の努力に経緯を表す
る。
・保護者との連携において，役員
以外の保護者がどのように考え
ているかが重要である。

ＳＣやＳＳＷなど外
部機関の活用を促
進し，相談体制を
充実させる。

ＳＣやＳＳＷ等と保
護者をつなげ，活
用を促す。

希望者のニーズに
応えられる，外部
期間との連携に
なっているか。 3.1

・月１回または学期に２
回程度，SCに全学級を
見てもらう。

B

・学校の努力に敬意を表する。

報告・連絡・相談が
しやすく，つながる
職員集団をめざ
す。

児童の情報交換を
密に行い，共通の
認識で児童を支え
る。

所属感があり，日
常会話がしやすい
雰囲気の職場に
なっているか。

3.2

・職員全員での児童の
情報交換の機会を定期
的に取る。

B

・「報告・連絡・相談」はどの職場
においても重要なテーマである。
多忙とは思うが，よろしくお願いし
ます。

備品等の充実を図
り，教育環境の充
実をめざす。

職員のニーズを把
握し，計画的に備
品購入，廃棄を進
める。

状況に応じた，教
育効果の上がる教
育環境になってい
るか。

3.2

・市が行うPC整備やタ
ブレット配置事業と相談
しながら，よりよい教育
環境を整えていく。

B

・教育に対する器材の充実不十
分であり，積極的に行政に働き
かけてほしい。
・情報社会であり，十分に活用
し，児童の教育に努めてほしい。

研修を通じて，教
職員のスキルアッ
プをめざす。

積極的に研修に参
加し，学んだことを
全体で確認し合
い，実践につなげ
る。

学んだことを吸収
し，日々の実践に
活かしているか。

2.9

・報告伝達を職員会の
中に位置づけていく。

C

・研修が研修で終わらないように
活用の場が重要と考える。

B

B

C

B

B

B

B

B

B

B

B

・子ども達が学校が楽
しい場所と思えるのが
一番。その面では我が
子は毎日楽しいと言っ
ているのでうれしく思い
ます。登下校の安全も
いつも見守ってもらえて
安心して学校へ行かせ
られます。勉強はもちろ
んですけど，これ（安全
安心）があっての勉教
ですので，これからも安
全安心で楽しい学校づ
くりに力を入れていって
ほしいです。

・生活に関しては，集団
行動は学校でですが，
あいさつ，はきものそろ
え，返事の仕方は，家
庭でもきちんと取り組む
べきと思っています。

・学校へ行った時に，自
分からあいさつをする
子どもがいません。登
校前，出会った子ども
にあいさつをしても，あ
いさつが返ってこない
子どもがいます。恥ず
かしいのと無視は違い
ます。とても寂しい気持
ちになります。

・行事を日曜日にしても
らえると少し参加しやす
くなります。

・江津の子は，素朴で
ステキな子ばかりです
が，巻き込む力を身に
つけていけるとなお良
いなあと感じています。
地域や学校，家庭，小
さくなっていくコミュニ
ティの中で，協力，循環
し合って，幸せ，楽しい
と胸をはれる場所づくり
ができるような子ども達
を育てていってほしいと
思います。

・あいさつはだいた
いできているが，声
が小さい。名札を
つけていない子ど
もがかなりいる。

・あいさつをする子
ども達が少ない。

・登下校の際，グ
ループによって，よ
くあいさつをするグ
ループ，あまりしな
いグループがあり，
リーダーがすると
皆がついてすると
思う。

・あいさつはこちら
から声をかけると
返ってきますが，自
らというのは，照れ
もあるのか少ない
と思います。

・ロボット学習等で
高角小学校に行き
ますが，先生の対
応，子ども達の態
度は問題ないと思
います。

・自転車の乗り方
など，たまに危険
だなと思う時があり
ます。

・常に丁寧に対応するこ
とを心がけた。中には，
遠慮があり，本音で語れ
ないと遠回しに話す保護
者もあった。

・必要を感じる児童が在
籍しており，保護者とと
もに教員も支えてもらっ
ている。

・安全ではあるが，あい
さつなど態度が気にな
る。
・けがをする児童が多
い。
・指導したことがなかな
か定着しない。
・本年度のけがの実態
を見ても，安全意識を育
てるという点で生徒指導
面でも考える必要があ
る。

・地域の教育資源につ
いてもっと情報がほし
い。

・廊下を走る児童がまだ
かなり多いように感じ
る。
・健康についてミニ保健
指導で意識が高まって
いる。持続したり，危険
回避力は弱い児童が多
い。

・学校からのお知らせや
啓発についてはがん
ばった。まだ，児童全体
の生活習慣には児童間
で大きな差がある。
・身体測定等でのミニ保
健指導は大変有効な取
組。その取組を学級で
活かしきれていない。

風
通
し
の
よ
い

職
場
づ
く
り

・整理整頓は出来ている
が，タブレット端末が使
いづらい。

・自分が得た情報を的
確に伝える事ができな
かった。

感
じ
る
子

元
気
な
子

地
域
に
開
か
れ
，

信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り

・あいさつについては，
はっきりと伝える力が不
足している。
・あいさつが返せない。
その子の名前を呼んで
あいさつすると，やっと
あいさつが返ってくるこ
とも多い。

・自分自身を振り返っ
て，本当に必要なことを
連携・相談しているかと
考えるとできていない。

・学習で地域に出る機会
があり，児童は地域の
方々とふれあうことがで
きた。親しく接する姿を
見ることができた。



３．６～４．０　　Ａ：非常によい　　　３．０～３．５　  Ｂ：良い　　　　　２．４～２．９　　Ｃ：課題がある　　　　２．３以下　　 　Ｄ：課題が多く速やかな改善が必要


